
(57)【要約】

【課題】　消費電力が少ない液晶表示装置を提供する。

【解決手段】　液晶表示画素に、少なくとも、液晶表示

電極と、該液晶表示電極を駆動するための処理回路と、

画像データを記憶する複数個のゲート容量とを形成した

液晶表示装置とし、前記ゲート容量にＮビット（Ｎは正

の整数）のデジタル値を保持し、該デジタル値を時間信

号に変換してから液晶表示電極を駆動する液晶表示装置

とする。

【選択図】　図１

JP 2005-202215 A 2005.7.28



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 表 示 画 素 に 、 少 な く と も 、 液 晶 表 示 電 極 と 、 該 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 処 理 回
路 と 、 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 複 数 個 の ゲ ー ト 容 量 と を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ゲ ー ト 容 量 に Ｎ ビ ッ ト （ Ｎ は 正 の 整 数 ） の デ ジ タ ル 値 を 保 持 し 、 該 デ ジ タ ル 値 を 時 間
信 号 に 変 換 し て か ら 前 記 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 液 晶 表 示 装 置 と し て Ｔ Ｎ （ ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ テ ィ ッ ク ） 液 晶 を 使 用 し た Ｔ Ｆ Ｔ
液 晶 装 置 が 数 多 く 生 産 さ れ て い る 。 テ レ ビ や ノ ー ト パ ソ コ ン を は じ め 多 く の 電 気 製 品 の 表
示 部 と し て 使 用 さ れ て い る 。 ビ デ オ カ メ ラ や デ ジ タ ル ス チ ル カ メ ラ な ど の 携 帯 製 品 に お い
て は 、 電 池 容 量 の 関 係 で 消 費 電 力 の 低 減 が 要 求 さ れ て い て 、 液 晶 表 示 装 置 に 対 し て も 低 消
費 電 力 化 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 部 の 他 に 、 画 像 処 理 装 置 を 実 装 し て い る 。 こ こ で 、 表 示 シ ス
テ ム は 、 中 央 処 理 装 置 （ 以 下 Ｃ Ｐ Ｕ 、 Ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ  Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｎ ｇ  Ｕ ｎ ｉ ｔ ）
に お い て 行 な わ れ た 演 算 処 理 結 果 を 受 取 り 、 液 晶 表 示 部 に 映 像 を 表 示 す る ま で の 処 理 を 行
な う 機 能 を 有 す る シ ス テ ム の こ と で あ る 。 ま た 、 画 像 処 理 装 置 と は 、 表 示 シ ス テ ム に お い
て 、 Ｃ Ｐ Ｕ に お い て 行 な わ れ た 演 算 結 果 を 受 け 取 り 、 液 晶 表 示 部 に 送 る 画 像 デ ー タ を 形 成
す る 装 置 の こ と で あ る 。 液 晶 表 示 部 と は 、 複 数 の 液 晶 表 示 画 素 か ら 構 成 さ れ 映 像 が 表 示 さ
れ る 領 域 の こ と で あ る 。 画 像 処 理 装 置 は 、 大 量 の 画 像 デ ー タ を 高 速 に 表 示 す る た め に 、 画
像 処 理 専 用 の 演 算 処 理 装 置 （ 以 下 Ｇ Ｐ Ｕ 、 Ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ ｃ  Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｎ ｇ  Ｕ ｎ ｉ
ｔ ） や 、 画 像 デ ー タ を 保 存 す る た め の 記 憶 装 置 で あ る Ｖ Ｒ Ａ Ｍ （ Ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ  Ｒ ａ ｎ ｄ ｏ
ｍ  Ａ ｃ ｃ ｅ ｓ ｓ  Ｍ ｅ ｍ ｏ ｒ ｙ ） 、 表 示 処 理 装 置 な ど か ら 構 成 さ れ て い る こ と が 多 い 。 こ
れ ら の 装 置 を 駆 動 す る た め に 電 力 が 消 費 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ 液 晶 表 示 装 置 は 階 調 に 対 応 し た ア ナ ロ グ 電 圧 を 液 晶 表 示 電 極 に 印 加 す る こ と で 階
調 表 示 を 行 っ て い る の が 一 般 的 で あ る 。 フ レ ー ム メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た デ ジ タ ル の ビ デ
オ 信 号 を ア ナ ロ グ 電 圧 に 変 換 す る に は Ｄ Ａ 変 換 器 が 必 要 で あ り 、 そ こ で 消 費 さ れ る 電 力 は
他 の 回 路 に 比 べ て 多 い 。 格 子 状 に 配 列 さ れ た 液 晶 表 示 画 素 の 場 合 、 通 常 は 列 の 数 と 同 じ Ｄ
Ａ 変 換 器 を 設 け て い る の で 、 解 像 度 を 上 げ る と Ｄ Ａ 変 換 機 の 数 が 増 え 、 そ こ で の 消 費 電 力
が 問 題 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 例 え ば 、 前 記 Ｇ Ｐ Ｕ で 行 わ れ て い た 演 算 処 理 の 一 部 を 液 晶 表 示 画 素 内 部 で 分 担
し 、 Ｖ Ｒ Ａ Ｍ を 不 要 と す る こ と で 消 費 電 力 を 低 減 す る た め の 技 術 が 開 発 さ れ て い る 。 具 体
的 に は 、 液 晶 表 示 画 素 に 形 成 す る 液 晶 駆 動 回 路 の 中 に デ ジ タ ル 映 像 信 号 を 保 持 す る 回 路 を
設 け て 、 フ レ ー ム メ モ リ を 使 用 し な い よ う に す る こ と で 表 示 シ ス テ ム 全 体 で の 消 費 電 力 の
低 減 を 図 っ て い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ７ ５ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 液 晶 表 示 画 素 に 形 成 す る 液 晶 駆 動 回 路 の 中 に デ ジ タ ル 映 像 信 号 を 保 持 す る 回 路 を 設 け て
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、 フ レ ー ム メ モ リ を 使 用 し な い よ う に す る こ と で 表 示 シ ス テ ム 全 体 で の 消 費 電 力 の 低 減 を
図 っ て い る が 、 液 晶 表 示 画 素 と 同 じ 数 だ け あ る 液 晶 駆 動 回 路 に そ れ ぞ れ Ｄ Ａ 変 換 器 が 必 要
に な り 、 そ の 部 分 で の 消 費 電 力 が 増 え て し ま う 。
　 本 発 明 は 消 費 電 力 の 大 き い Ｄ Ａ 変 換 器 の 使 用 を や め 、 消 費 電 力 が 少 な い 液 晶 表 示 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 液 晶 表 示 画 素 に 、 少 な く と も 、 液 晶 表 示 電 極 と 、 該 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 処 理
回 路 と 、 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 複 数 個 の ゲ ー ト 容 量 と を 形 成 し た 液 晶 表 示 装 置 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 ゲ ー ト 容 量 に Ｎ ビ ッ ト （ Ｎ は 正 の 整 数 ） の デ ジ タ ル 値 を 保 持 し 、 該 デ ジ タ ル 値 を 時
間 信 号 に 変 換 し て か ら 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る 液 晶 表 示 装 置 と す る 。
　 消 費 電 力 が 多 い Ｄ Ａ 変 換 器 を 使 用 し な い で 、 Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ ロ ジ ッ ク 回 路 で 液 晶 駆 動 信 号 を
作 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 表 示 画 素 に 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 複 数 個 の ゲ ー ト 容 量 を 形 成 し た の で 、 画 像 記 憶 回
路 が 不 要 に で き た 。 ま た 、 ス タ テ ィ ッ ク Ｒ Ａ Ｍ に デ ー タ を 記 憶 さ せ る よ り 面 積 も 小 さ く す
る こ と が で き た 。 ゲ ー ト 容 量 に デ ー タ を 記 憶 し た 場 合 は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク Ｒ Ａ Ｍ と 同 じ よ う
に リ フ レ ッ シ ュ を 行 わ な い と 、 記 憶 し た デ ー タ が 失 わ れ て し ま う 。 し か し 、 本 発 明 の 場 合
は ダ イ ナ ミ ッ ク Ｒ Ａ Ｍ と 違 っ て 、 デ ー タ の 読 み 出 し 動 作 を 行 わ な い の で 、 小 さ な ゲ ー ト 容
量 で 、 次 の フ ィ ー ル ド の 映 像 信 号 デ ー タ を 記 憶 す る ま で の 期 間 、 前 の 記 憶 内 容 を 保 持 す る
こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る 信 号 を 、 Ｄ Ａ 変 換 器 を 使 用 し な い で 作 成 で き る の で 、 消 費 電 力
が 少 な い 液 晶 表 示 装 置 が で き た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 液 晶 表 示 画 素 に 、 少 な く と も 、 液 晶 表 示 電 極 と 、 該 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 処 理
回 路 と 、 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 複 数 個 の ゲ ー ト 容 量 と を 形 成 し た 液 晶 表 示 装 置 と し 、 前 記
ゲ ー ト 容 量 に Ｎ ビ ッ ト （ Ｎ は 正 の 整 数 ） の デ ジ タ ル 値 を 保 持 し 、 該 デ ジ タ ル 値 を 時 間 信 号
に 変 換 し て か ら 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る 液 晶 表 示 装 置 と す る 。
　 Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ ロ ジ ッ ク 回 路 の コ ン パ レ ー タ に よ り Ｐ Ｗ Ｍ （ パ ル ス 幅 変 調 ） し た ハ イ と ロ ウ
の 信 号 で 液 晶 を 駆 動 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 形 成 し た 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 回 路 図 で あ る 。
点 線 １ １ に 囲 ま れ た 部 分 が 液 晶 表 示 画 素 １ つ に 形 成 し た 駆 動 回 路 で あ る 。 図 ２ は 液 晶 表 示
画 素 を １ フ ィ ー ル ド 分 駆 動 す る 回 路 の 動 作 を 示 す 信 号 波 形 図 で あ り 、 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［
Ｎ ： ０ ］ １ ３ が ８ ビ ッ ト で 、 値 が １ ０ 進 数 で ２ ０ ０ の 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 ０ １ は ０ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ で あ り 、 ０ ２ は Ｎ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ ［
Ｎ ］ で あ る 。 図 で は 省 略 さ れ て い る が 、 ０ ～ Ｎ の Ｎ ＋ １ 個 の Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ て い る 。 ０
３ は ０ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ で あ り 、 ０ ４ は Ｎ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ Ｎ ］ で
あ り 、 前 記 各 Ｆ Ｅ Ｔ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 ０ ５ は ０ ビ ッ ト 目 の エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ
Ｒ 回 路 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ で あ り 、 ０ ６ は Ｎ ビ ッ ト 目 の エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路 Ｘ Ｏ Ｒ －
Ａ ［ Ｎ ］ で あ り 、 こ れ も 前 記 各 Ｆ Ｅ Ｔ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 ０ ７ は Ｎ Ｏ Ｒ 回 路 Ｎ Ｏ
Ｒ 、 ０ ８ は ラ ッ チ 回 路 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ 、 ０ ９ は エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ 、 １ ０ は
液 晶 表 示 電 極 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 、 １ １ は 液 晶 表 示 電 極 駆 動 回 路 、 １ ２ は ラ ン プ 信 号 線 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［
Ｎ ： ０ ］ 、 １ ３ は デ ー タ 線 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ 、 １ ４ は 液 晶 表 示 画 素 セ レ ク ト 信 号 線 Ｒ －

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-202215 A 2005.7.28



Ｓ Ｅ Ｌ 、 １ ５ は セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｅ Ｔ 、 １ ６ は リ セ ッ ト 信 号 線 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 、 １ ７ は 反 転 信 号
線 Ａ Ｌ Ｔ 、 １ は ： ラ ッ チ 回 路 ０ ８ の 出 力 信 号 線 で あ る 。 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ３
は 映 像 信 号 の 階 調 に よ り 任 意 の ビ ッ ト 数 に す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ２ ５ ６ 階 調 の 場 合
は ビ ッ ト 数 は ８ で Ｎ は ７ に な る 。 同 様 に ラ ン プ 信 号 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ２ 、 Ｆ Ｅ Ｔ ［ Ｎ
］ ０ ２ 、 ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ Ｎ ］ ０ ４ 、 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ ０ ６ の Ｎ も ７ に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 各 Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト は Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ １ ４ 、 ド レ イ ン は Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ３ 、 ソ ー ス は そ
れ ぞ れ 対 応 す る Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ 及 び ゲ ー ト 容 量 Ｃ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｎ Ｏ Ｒ ７ に は 前 記 Ｘ Ｏ Ｒ
－ Ａ の 出 力 と セ ッ ト 信 号 が 入 力 さ れ る 。 Ｎ Ｏ Ｒ ７ の 出 力 は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 入 力 Ｓ に 接 続
さ れ 、 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 入 力 Ｒ に は Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ０ ９ の
入 力 に は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 出 力 と Ａ Ｌ Ｔ １ ７ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ０ ９ の 出 力 は
Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 １ フ ィ ー ル ド 分 の Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ 、 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ Ｎ ： ０ ］ 、 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 、 Ａ
Ｌ Ｔ 、 ラ ッ チ 回 路 ０ ８ の 出 力 信 号 １ 、 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ の 信 号 波 形 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ と 図 ２ を 使 っ て 液 晶 表 示 電 極 駆 動 回 路 の 動 作 を 説 明 す る 。 複 数 ビ ッ ト の デ ー タ の 値
は １ ０ 進 数 で 表 し て し る 。 Ｄ Ａ Ｔ Ａ [Ｎ ： ０ ]１ ３ の デ ー タ は Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ １ ４ に よ り Ｆ Ｅ Ｔ
［ ０ ］ ０ １ ～ Ｆ Ｅ Ｔ ［ Ｎ ］ ０ ２ が オ ン し て い る 間 に Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ ０ ５ ～ Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［
Ｎ ］ ０ ６ の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ０ ３ ～ Ｃ ［ Ｎ ］ ０ ４ に 保 持 さ れ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ ０ １ ～ Ｆ
Ｅ Ｔ ［ Ｎ ］ ０ ２ が オ フ の 時 は ハ イ ま た は ロ ウ の 値 を 保 持 し て い る 。 ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ０
３ ～ Ｃ ［ Ｎ ］ ０ ４ が 保 持 し て い る デ ー タ が ２ ０ ０ の と き に フ ィ ー ル ド の 開 始 か ら Ｒ Ａ Ｍ Ｐ
［ Ｎ ： ０ ］ １ ２ を ０ か ら ２ ５ ５ ま で 増 や し て い き 、 ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ０ ３ ～ Ｃ ［ Ｎ ］ ０
４ に 保 持 さ れ て い る デ ー タ と Ｒ Ａ Ｍ Ｐ [Ｎ ： ０ ]１ ２ の Ｎ ＋ １ ビ ッ ト の 値 を Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０
］ ０ ５ ～ Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ ０ ６ で 比 較 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｓ Ｅ Ｔ １ ５ は 通 常 ハ イ で Ｒ Ａ Ｍ Ｐ [Ｎ ： ０ ]１ ２ の 値 が 変 化 し て か ら Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ ０
５ ～ Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ ０ ６ の 出 力 が 確 定 し た 後 で ロ ウ に し て 、 次 に Ｒ Ａ Ｍ Ｐ [Ｎ ： ０ ]１ ２
が 変 化 す る 前 に ハ イ に 戻 す 。 ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ０ ３ ～ Ｃ ［ Ｎ ］ ０ ４ に 保 持 さ れ て い る デ
ー タ と Ｒ Ａ Ｍ Ｐ [Ｎ ： ０ ]１ ２ の 値 が 等 し く な い と き は Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ ０ ５ ～ Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ
［ Ｎ ］ ０ ６ の １ つ 以 上 の 出 力 が ハ イ に な り 、 Ｓ Ｅ Ｔ １ ５ の 値 に 関 わ ら ず Ｎ Ｏ Ｒ ０ ７ の 出 力
は ロ ウ の ま ま で あ る 。 等 し い と き は Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ ０ ５ ～ Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ ０ ６ の 全 て
の 出 力 が ロ ウ に な る の で 、 Ｓ Ｅ Ｔ １ ５ が ロ ウ に な っ た タ イ ミ ン グ で Ｎ Ｏ Ｒ ０ ７ の 出 力 は ハ
イ に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ の Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 波 形 で 示 す よ う に １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 で Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ １ ６ を ハ イ に
し て Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 出 力 Ｑ を ロ ウ し て か ら Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ １ ６ を ハ イ に 戻 す 。 Ｎ Ｏ Ｒ ０ ７ の
出 力 が ハ イ に な る と Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 入 力 Ｓ も ハ イ に な っ て 、 出 力 Ｑ は 次 の １ ／ ２ フ ィ ー
ル ド の 開 始 ま で ハ イ を 保 持 す る 。 図 ２ の ２ と ３ の 部 分 は Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ３ と Ｒ Ａ Ｍ
Ｐ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ２ の 値 が 等 し く な っ た と き に Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 出 力 Ｑ の １ の 部 分 が ロ ウ か
ら ハ イ に 変 化 す る 状 態 を 示 し て い て 、 １ ／ ２ フ ィ ー ル ド 毎 に 同 じ 動 作 を 繰 り 返 え す 。 こ の
部 分 が Ｐ Ｗ Ｍ （ パ ル ス 幅 変 調 ） の 結 果 を 表 し て い る 。 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ １ ３ が ８ ビ ッ ト
で 値 が ２ ０ ０ の 場 合 は デ ジ タ ル 値 の 比 は ２ ０ ０ ／ ２ ５ ６ に な る 。 図 ２ の １ の 波 形 は 後 半 の
１ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 で ロ ウ に な り 、 ３ の 部 分 で ハ イ に な っ て か ら １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の
終 わ り で ロ ウ に な る 。 図 ２ の １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 時 間 を ２ ５ ６ と し た 場 合 、 １ の 波 形 が ロ
ウ の 時 間 と １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 時 間 の 比 も ２ ０ ０ ／ ２ ５ ６ に な り 、 デ ジ タ ル 値 が パ ル ス の
幅 （ 時 間 ） に 変 換 さ れ た 様 子 が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ の 出 力 １ は 図 ２ の １ の 波 形 で 示 す よ う に ハ イ と ロ ウ の 時 間 が 同 じ に は な
ら な い が 、 Ａ Ｌ Ｔ １ ７ を １ ／ ２ フ ィ ー ル ド 毎 に ハ イ と ロ ウ に す る こ と で Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ０ ９ の
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出 力 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ １ ０ は 、 図 ２ の Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 波 形 の よ う に １ フ ィ ー ル ド 間 の ハ イ と ロ ウ の 時
間 が 等 し く な る 。 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ １ ０ は 液 晶 の 片 側 の 電 極 で 、 も う 一 方 の 電 極 を Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ １
０ の ハ イ と ロ ウ の 電 圧 の 中 間 に す る こ と で Ｄ Ｃ バ ラ ン ス が 保 た れ る 。 図 １ の Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［
０ ］ ０ ５ か ら Ｎ ビ ッ ト 目 の Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ ０ ６ 、 Ｎ Ｏ Ｒ ０ ７ 、 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ ０ ８ 、 Ｘ Ｏ Ｒ
－ Ｂ ０ ９ は Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ ロ ジ ッ ク 回 路 で 形 成 さ れ て い る た め 、 消 費 電 力 は 極 め て 少 な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 形 成 し た 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 第 ２ 実 施 例 の 回
路 図 で あ る 。 第 １ 実 施 例 で あ る 図 １ の 回 路 が Ｎ ＋ １ ビ ッ ト 同 時 に 比 較 を 行 っ た の 対 し て １
ビ ッ ト ず つ 比 較 す る 回 路 で 、 点 線 ３ ７ に 囲 ま れ た 部 分 が 液 晶 表 示 画 素 １ つ に 対 応 す る 駆 動
回 路 で あ る 。 映 像 デ ー タ が ビ ッ ト ０ か ら ビ ッ ト ７ ま で の ８ ビ ッ ト の 場 合 の 動 作 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に お い て 、 ２ １ は ０ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ で Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ 、 ２ ２ は ７ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ
で Ｆ Ｅ Ｔ ［ ７ ］ で あ る 。 図 で は 省 略 さ れ て い る が 、 ０ ～ Ｎ の Ｎ ＋ １ 個 の Ｆ Ｅ Ｔ が 形 成 さ れ
て い る 。 ２ ３ は ０ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ で 、 ２ ４ は ７ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［
７ ］ で あ り 、 前 記 各 Ｆ Ｅ Ｔ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。 ２ ５ は デ ー タ セ レ ク タ 回 路 Ｓ Ｅ Ｌ
－ Ａ 、 ２ ６ は デ ー タ セ レ ク タ 回 路 Ｓ Ｅ Ｌ － Ｂ で あ る 。 ２ ８ は エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路 Ｘ
Ｏ Ｒ － Ａ 、 ３ ０ は Ａ Ｎ Ｄ 回 路 Ａ Ｎ Ｄ 、 ３ １ は ラ ッ チ 回 路 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ 、 ３ ３ は Ｎ Ｏ Ｒ 回
路 Ｎ Ｏ Ｒ 、 ３ ４ は ラ ッ チ 回 路 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ 、 ３ ５ は エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路 Ｘ Ｏ Ｒ －
Ｂ 、 ３ ６ は 液 晶 表 示 電 極 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 、 ３ ７ は 液 晶 表 示 電 極 駆 動 回 路 、 ３ ８ は Ｒ Ａ Ｍ Ｐ 信 号
線 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ 、 ３ ９ は デ ー タ セ レ ク ト 信 号 線 Ｓ Ｅ Ｌ ［ ２ ： ０ ］ 、 ４ ０ は デ ー タ 線
Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ 、 ４ １ は 液 晶 表 示 画 素 セ レ ク ト 信 号 線 Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ 、 ４ ２ は セ ッ ト 信 号
線 Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ 、 ４ ３ は り セ ッ ト 信 号 線 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ 、 ４ ４ は セ ッ ト 信 号 線 Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ 、
４ ５ は り セ ッ ト 信 号 線 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ 、 ４ ６ は 反 転 信 号 線 Ａ Ｌ Ｔ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 Ｆ Ｅ Ｔ の ゲ ー ト は Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ ４ ２ 、 ド レ イ ン は Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ ４ ０ 、 ソ ー ス は そ
れ ぞ れ に 対 応 す る ゲ ー ト 容 量 Ｃ 及 び Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ ２ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ に
は Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ ２ ５ と Ｓ Ｅ Ｌ － Ｂ ２ ６ の 出 力 入 力 さ れ る 。 Ａ Ｎ Ｄ ３ ０ に は Ｘ Ｏ Ｒ ２ ８ の 出 力
と Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ １ が 接 続 さ れ 、 出 力 は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 入 力 Ｓ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｌ
Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 入 力 Ｒ に Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｎ Ｏ Ｒ ３ ３ に は Ｌ Ａ
Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 出 力 と Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ ４ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｎ Ｏ Ｒ ３ ３ の 出 力 は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ
Ｈ － Ｂ ３ ４ の 入 力 Ｓ に 接 続 さ れ 、 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 入 力 Ｒ に は Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ ４ ５ が
接 続 さ れ て い る 。 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 出 力 と Ａ Ｌ Ｔ ４ ６ は Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ に 接 続 さ れ て お り
、 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ３ ５ の 出 力 は Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ ３ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 Ｓ Ｅ Ｌ ［ ２ ： ０ ］ は デ ー タ
セ レ ク タ 回 路 ２ ５ 、 ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ ４ ０ の デ ー タ は Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ ４ １ に よ り Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ ２ １ ～
Ｆ Ｅ Ｔ ［ ７ ］ ２ ２ が オ ン し て い る 間 に Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ ２ ５ の ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ２ ３ ～ Ｃ ［ ７
］ ２ ４ に 蓄 積 さ れ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ ２ １ ～ Ｆ Ｅ Ｔ ［ ７ ］ ２ ２ が オ フ の 時 は ハ イ ま た は ロ ウ
の 値 を 保 持 し て い る 。 １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 か ら Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ３ ８ を ０ か ら ２ ５
５ ま で 増 や し て い き 、 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ３ ８ の 値 が 変 化 し た 後 で ゲ ー ト 容 量 Ｃ ［ ０ ］ ２
３ ～ Ｃ ［ ７ ］ ２ ４ と Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ３ ８ の 対 応 す る １ ビ ッ ト の デ ー タ を Ｓ Ｅ Ｌ ［ ２ ：
０ ］ ３ ９ の 信 号 に よ り Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ ２ ５ と Ｓ Ｅ Ｌ － Ｂ ２ ６ で そ れ ぞ れ 選 択 し て Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２
８ で 比 較 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ビ ッ ト ０ を 比 較 す る 前 に Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ３ を ハ イ に し て Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 出 力 Ｑ
に ロ ウ を 保 持 さ せ て か ら Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ３ を ロ ウ に 戻 す 。 各 ビ ッ ト で Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ の
出 力 が 確 定 し た 後 で Ａ Ｎ Ｄ ３ ０ の 入 力 Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ２ を ハ イ に す る と Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ の 出
力 と 同 じ 値 が Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 入 力 Sに 入 り 、 そ の 後 Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ２ を ロ ウ に 戻 す 。
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こ の 動 作 を Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ ４ ０ と Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ３ ８ の 値 を 固 定 し た 状 態 で ビ ッ
ト ０ か ら ビ ッ ト ７ ま で ８ 回 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ の 比 較 結 果 が 一 致 し な い ビ ッ ト が あ る と Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 入 力 Ｓ が
ハ イ に な り 出 力 Ｑ は Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ ４ ３ が ハ イ に な る ま で ハ イ を 保 持 す る 。 全 て の ビ ッ ト
が 一 致 し た 場 合 は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 出 力 Ｑ は ロ ウ の ま ま で あ る 。 ８ ビ ッ ト の 比 較 が 終
了 し た と き Ｎ Ｏ Ｒ ３ ３ の 入 力 Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ ４ ４ を ロ ウ に す る と Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 入 力 S
に Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 出 力 Ｑ の 反 転 信 号 が 入 力 さ れ る 。 そ の 後 Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ ４ ４ を ハ イ に
戻 す 。 １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 毎 に Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ ― Ｂ ４ ５ を ハ イ に し て Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４
の 出 力 Ｑ に ロ ウ を 保 持 さ せ て か ら Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ ― Ｂ ４ ５ を ロ ウ に し て お く 。 全 て の ビ ッ ト が
一 致 し た 場 合 は Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 入 力 Sに ハ イ が 入 力 さ れ る の で 、 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３
４ の 出 力 Ｑ は 次 の １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 ま で ハ イ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ ４ ０ の 値 が ２ ０ ０ の 場 合 を 例 に と る と 、 図 ２ の ２ と ３ の 位 置 で Ｒ Ａ
Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ３ ８ の 値 と 等 し く な り 、 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ の 出 力 は ８ 回 の 比 較 で 全 て ロ ウ に
な る 。 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ の 入 力 Ｓ に は ロ ウ が 入 力 さ れ 続 け る の で 出 力 Ｑ は ロ ウ の ま ま で
あ る 。 そ の 後 Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ ４ ４ を ロ ウ に す る と Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 入 力 Ｓ に ハ イ が 入 力 さ
れ て 、 出 力 Ｑ は 次 の １ ／ ２ フ ィ ー ル ド の 開 始 ま で ハ イ を 保 持 し 続 け 図 ２ の １ の 波 形 に な る
。
Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ の 出 力 Ｑ は 図 ２ の １ の 波 形 で 示 す よ う に ハ イ と ロ ウ の 時 間 が 同 じ に は
な ら な い が 、 Ａ Ｌ Ｔ ４ ６ を １ ／ ２ フ ィ ー ル ド 毎 に ハ イ と ロ ウ に す る こ と で Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ３ ５
の 出 力 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ ３ ６ は 、 図 ２ の Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 波 形 の よ う に １ フ ィ ー ル ド 間 の ハ イ と ロ ウ の
時 間 が 等 し く な る 。 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ ３ ６ は 液 晶 の 片 側 の 電 極 で 、 も う 一 方 の 電 極 を Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ
３ ６ の ハ イ と ロ ウ の 電 圧 の 中 間 に す る こ と で Ｄ Ｃ バ ラ ン ス が 保 た れ る 。 図 ３ の Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ
２ ５ 、 Ｓ Ｅ Ｌ － Ｂ ２ ６ 、 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ２ ８ 、 Ａ Ｎ Ｄ ３ ０ 、 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ ３ １ 、 Ｎ Ｏ Ｒ ３ ３
， Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ ３ ４ 、 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ ３ ５ は Ｃ － Ｍ Ｏ Ｓ ロ ジ ッ ク 回 路 で 形 成 さ れ て い る た め
、 消 費 電 力 は 極 め て 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は デ ジ タ ル 映 像 信 号 を Ｐ Ｗ Ｍ （ パ ル ス 幅 変 調 ） し て パ ル ス の 幅 に よ り 液 晶 を オ ン
・ オ フ さ せ て 階 調 を 表 し て い る の で 、 Ｆ Ｌ Ｃ （ 強 誘 電 性 液 晶 ） の よ う に 応 答 速 度 が 速 い 液
晶 を 使 っ た 液 晶 表 示 装 置 に 特 に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 形 成 し た 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 回 路
【 図 ２ 】 液 晶 表 示 画 素 １ １ を １ フ ィ ー ル ド 分 駆 動 す る 回 路 の 動 作 を 示 す 信 号 波 形 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に 形 成 し た 液 晶 表 示 電 極 を 駆 動 す る た め の 第 ２ 実 施 例 の 回
路 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ０ １ 　 　 Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ 　 　 　 ： ０ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ
　 ０ ２ 　 　 Ｆ Ｅ Ｔ ［ Ｎ ］ 　 　 　 ： Ｎ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ
　 ０ ３ 　 　 Ｃ ［ ０ ］ 　 　 　 　 　 ： ０ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量
　 ０ ４ 　 　 Ｃ ［ Ｎ ］ 　 　 　 　 　 ： Ｎ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量
　 ０ ５ 　 　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ ０ ］ 　 ： ０ ビ ッ ト 目 の エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路
　 ０ ６ 　 　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ ［ Ｎ ］ 　 ： Ｎ ビ ッ ト 目 の エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路
　 ０ ７ 　 　 Ｎ Ｏ Ｒ 　 　 　 　 　 　 ： Ｎ Ｏ Ｒ 回 路
　 ０ ８ 　 　 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ 　 　 　 　 ： ラ ッ チ 回 路
　 ０ ９ 　 　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ 　 　 　 　 ： エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路
　 １ ０ 　 　 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 電 極
　 １ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 電 極 駆 動 回 路
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　 １ ２ 　 　 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ Ｎ ： ０ ］ ： Ｒ Ａ Ｍ Ｐ 信 号 線
　 １ ３ 　 　 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ Ｎ ： ０ ］ ： デ ー タ 線
　 １ ４ 　 　 Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 画 素 セ レ ク ト 信 号 線
　 １ ５ 　 　 Ｓ Ｅ Ｔ 　 　 　 　 　 　 ： セ ッ ト 信 号 線
　 １ ６ 　 　 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ 　 　 　 　 ： リ セ ッ ト 信 号 線
　 １ ７ 　 　 Ａ Ｌ Ｔ 　 　 　 　 　 　 ： 反 転 信 号 線
　 　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ラ ッ チ 回 路 ０ ８ の 出 力 信 号 線
　 ２ １ 　 　 Ｆ Ｅ Ｔ ［ ０ ］ 　 　 　 ： ０ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ
　 ２ ２ 　 　 Ｆ Ｅ Ｔ ［ ７ ］ 　 　 　 ： ７ ビ ッ ト 目 の Ｆ Ｅ Ｔ
　 ２ ３ 　 　 Ｃ ［ ０ ］ 　 　 　 　 　 ： ０ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量
　 ２ ４ 　 　 Ｃ ［ ７ ］ 　 　 　 　 　 ： ７ ビ ッ ト 目 の ゲ ー ト 容 量
　 ２ ５ 　 　 Ｓ Ｅ Ｌ － Ａ 　 　 　 　 ： デ ー タ セ レ ク タ 回 路
　 ２ ６ 　 　 Ｓ Ｅ Ｌ － Ｂ 　 　 　 　 ： デ ー タ セ レ ク タ 回 路
　 ２ ８ 　 　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ａ 　 　 　 　 ： エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路
　 ３ ０ 　 　 Ａ Ｎ Ｄ 　 　 　 　 　 　 ： Ａ Ｎ Ｄ 回 路
　 ３ １ 　 　 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ａ 　 　 ： ラ ッ チ 回 路
　 ３ ３ 　 　 Ｎ Ｏ Ｒ 　 　 　 　 　 　 ： Ｎ Ｏ Ｒ 回 路
　 ３ ４ 　 　 Ｌ Ａ Ｔ Ｃ Ｈ － Ｂ 　 　 ： ラ ッ チ 回 路
　 ３ ５ 　 　 Ｘ Ｏ Ｒ － Ｂ 　 　 　 　 ： エ ク ス ク ル ー シ ブ Ｏ Ｒ 回 路
　 ３ ６ 　 　 Ｐ Ｉ Ｘ Ｅ Ｌ 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 電 極
　 ３ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 電 極 駆 動 回 路
　 ３ ８ 　 　 Ｒ Ａ Ｍ Ｐ ［ ７ ： ０ ］ ： Ｒ Ａ Ｍ Ｐ 信 号 線
　 ３ ９ 　 　 Ｓ Ｅ Ｌ ［ ２ ： ０ ］ 　 ： デ ー タ セ レ ク ト 信 号 線
　 ４ ０ 　 　 Ｄ Ａ Ｔ Ａ ［ ７ ： ０ ］ ： デ ー タ 線
　 ４ １ 　 　 Ｒ － Ｓ Ｅ Ｌ 　 　 　 　 ： 液 晶 表 示 画 素 セ レ ク ト 信 号 線
　 ４ ２ 　 　 Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ 　 　 　 　 ： セ ッ ト 信 号 線
　 ４ ３ 　 　 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ａ 　 　 ： リ セ ッ ト 信 号 線
　 ４ ４ 　 　 Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ 　 　 　 　 ： セ ッ ト 信 号 線
　 ４ ５ 　 　 Ｒ Ｅ Ｓ Ｅ Ｔ － Ｂ 　 　 ： リ セ ッ ト 信 号 線
　 ４ ６ 　 　 Ａ Ｌ Ｔ 　 　 　 　 　 　 ： 反 転 信 号 線
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【 図 ３ 】

(8) JP 2005-202215 A 2005.7.28



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2005202215A 公开(公告)日 2005-07-28

申请号 JP2004009259 申请日 2004-01-16

[标]申请(专利权)人(译) 西铁城控股株式会社

申请(专利权)人(译) ミヨタ株式会社

[标]发明人 金井智良

发明人 金井 智良

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G09G3/20.611.A G09G3/20.624.B G09G3/20.641.A

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA51 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/NC24 2H093/NC26 2H093/NC34 2H093
/ND39 5C006/AA15 5C006/AF21 5C006/BB16 5C006/BC03 5C006/BC06 5C006/BC12 5C006/BC20 
5C006/BF04 5C006/BF24 5C006/BF26 5C006/BF34 5C006/BF37 5C006/FA47 5C080/AA10 5C080
/BB05 5C080/DD26 5C080/FF11 5C080/GG12 5C080/JJ03 5C080/JJ04 2H193/ZA04 2H193/ZD21

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种具有低功耗的液晶显示装置。 提供一种液晶显示装置，其中
在液晶显示像素中至少形成有液晶显示电极，用于驱动液晶显示电极的
处理电路以及用于存储图像数据的多个栅极电容器。 提供一种液晶显示
装置，其在电容器中保持N位（N为正整数）数字值，并将该数字值转换
为时间信号，然后驱动液晶显示电极。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b9feeb91-7e9b-4dfc-a487-6738ce22e8c0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034822353/publication/JP2005202215A?q=JP2005202215A

